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研究成果の概要（和文）：　本研究の柱は、①OPMDの画像情報を大量に収集、②OPMDの拡大内視鏡画像を大量に
収集、③OPMDの画像と拡大内視鏡画像をAIへ学習（ディープラーニング）、④医療過疎地域と医療中枢圏とのネ
ットワーク構築を行うことである。
　医療過疎地域である岩手県の過疎地区とのネットワーク構築にむけ、地区ごとの歯科医師会と意見交換会を行
った。口腔内画像情報と拡大内視鏡画像として、健常者13名、OPMD95名のデータを取得した。

研究成果の概要（英文）：The pillars of this study are (1) to collect a large amount of OPMD image 
information, (2) to collect a large amount of magnified endoscopic images of OPMD, (3) to learn 
(deep learning) OPMD images and magnified endoscopic images to AI, and (4) to construct a network 
between medically underpopulated areas and medical hub regions.
　We held meetings with dental associations in depopulated areas in Iwate Prefecture, which is a 
medically underpopulated area, to exchange opinions toward the establishment of a network. Intraoral
 image information and magnified endoscopic images were obtained from 13 healthy subjects and 95 
OPMD subjects.

研究分野： 口腔外科

キーワード： 口腔粘膜疾患　口腔潜在的悪性疾患　口腔がん　AI　遠隔診療　医療過疎
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が実用化されると、医療過疎地区でのOPMDの診療に大きく貢献する。また、この遠隔医療システムが実用
化されると、他の分野での応用も可能になると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

国立がん研究センターによると、2014年の口腔・咽頭癌の罹患者数は18,872人であり、増加傾

向にある。また、口腔がん検診による口腔がんの発見率は0.09%であり、口腔がんではない口腔

粘膜疾患は0.99%の割合で発見されたとの報告がある。2016年12月31日現在、診療所に勤務して

いる歯科医師数は89,166人であり、2017年には年間135万人程の患者が、歯科診療所を受診して

いる。その診療所に勤務している多数の歯科医師がOPMDを含む口腔粘膜疾患を発見すること

は、口腔癌の予防や早期発見につながると考えられる。OPMDは、白板症、紅板症、口腔粘膜下

線維症、先天性角化異常症、無煙タバコ角化症、逆喫煙による口蓋角化症、慢性カンジダ症、

口腔扁平苔癬、円板状ループスエリテマトーデス、梅毒性舌炎、口唇の光線性角化症が含まれ

る。これらの粘膜疾患は、口腔粘膜の発赤、白斑、糜爛、疼痛などで発見されることが多く、

視診で得られる情報によって鑑別診断を行う。OPMDを含む口腔粘膜疾患を日常的に診療してい

る口腔外科専門医であっても、診断に苦慮することが多く、一般歯科医師にとっても臨床診断

に苦慮することが少なくないと考えられる。最終的には病理学的所見が必須であることは言う

までもないが、その前段階での口腔粘膜疾患に対する「疑う目」や「それを簡便に相談できる

システムの構築」が確立されれば、OPMDの発見率が上昇すると予想される。そこで、口腔外科

専門医と口腔病理専門医によって口腔粘膜疾患の画像をAIに学習させ、一般歯科医師とAIによ

る口腔粘膜疾患のスクリーニングの一助としての有用性を検証する。 

2019年3月に、消化器領域において大腸の超拡大内視鏡画像をAIで解析し、その画像が腫瘍で

あるか非腫瘍であるかを推測し、その可能性をリアルタイムで提示するソフトウェア

「EndoBRAIN®」が開発され、臨床応用されている。国内多施設後ろ向き性能評価試験では、感

度96.9%、正診率98.0%と、高い精度により診断をサポートしている。このシステムを参考に、

歯科領域における口腔粘膜疾患のスクリーニングシステムを構築する。 

 
２．研究の目的 

本研究は、一般の歯科医師が診断に難渋する口腔粘膜疾患の一次スクリーニングとしての診断

補助と、それによる口腔癌の予防、早期発見が主な目的である。このシステムが構築される

と、応募者が研究を行っている岩手県のような医療過疎地域での遠隔医療を行うことが可能に

なり、その有用性は診断者側、患者側の双方において非常に高い。岩手県における口腔粘膜疾

患の診療は、応募者が所属している岩手医科大学（岩手県盛岡市）で行っている。しかし、岩

手県の宏大な地形の特性上、自動車で2時間以上の移動時間を有する三陸沿岸地域に25万人ほど

の人口がある。また、その地域での65歳以上の高齢者は37.0%に達しているが、これらの地域に

は口腔粘膜疾患を診療できる医療機関は少ない。そこで、このAIによる診療支援システムが構

築されることで、口腔外科専門医や口腔病理専門医による遠隔医療が可能となり、医療従事者

や患者の負担軽減が見込まれる。この診断支援システムを利用し、ネットワークを通じて過疎

地域と中心部にある医療中枢圏とのリアルタイムな情報交換ができるシステムが開発できる

と、OPMDの早期発見が実現可能である。何より、口腔粘膜疾患を見慣れない歯科医師が診療に

難渋することなく、簡便に相談可能となることは、とても有意義であると考えられる。今後、

高齢化社会がすすむにつれ、過疎地域での専門的医療機関の受診が困難となる患者が増加する

ことが見込まれるため、本システムの有用性は高いと思われる。 

 
 



３．研究の方法 

本研究の柱は以下の通りである。 

(1)OPMDの画像情報を大量に収集する。 

(2)OPMDの拡大内視鏡画像を大量に収集する。 

(3)OPMDの画像と拡大内視鏡画像をAIへ学習（ディープラーニング）させる。 

(4)医療過疎地域と医療中枢圏とのネットワーク構築を行う。 

本研究を行うにあたり、設備としては拡大内視鏡は既に所有しているため、その情報収集とAI

への学習を行い、医療過疎地域での遠隔医療支援システムを構築することが、中心となる。 

以下に、具体的な研究計画を記す。 

対 象：白板症、紅板症、慢性カンジダ症、口腔扁平苔癬、口腔扁平上皮癌、口腔粘膜疾患をも

たない正常粘膜を対象とする。 

予定研究数：それぞれ50症例 

研究方法： 

(1) 口腔内写真の撮影 

(2) 拡大内視鏡にて口腔粘膜を観察し撮影 

(3) 口腔粘膜疾患であれば生検による病理診断 

(4) それぞれの口腔粘膜疾患の超拡大内視鏡画像をAIへ学習 

(5) 予定症例数に達した段階で、AIによる診断精度の検証 

AIによる診療支援システムの開発と並行して、医療過疎地域の歯科医療従事者との連携をすす

め、最終的には遠隔医療支援システムの構築を行う事がエンドポイントとなる。 

 
 
 
４．研究成果 

口腔内画像情報と拡大内視鏡画像として、健常者13名、OPMD95名のデータを取得した。口腔粘

膜健常者画像とOPMDの画像データについて拡大内視鏡で観察を行い、その詳細について報告し

た1)。 

医療過疎地域とのネットワーク構築はCOVID-19の影響で計画が遅延していたが、2023年になり

地域の歯科医師会との情報交換会を行った。 
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